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ジョルジュ・サンドの『コンスエロ』、
『ルドルシュタット伯爵夫人』における名前の役割
稲田 啓子
はじめに
『 コンスエロ』(Cοれs“
`Jθ
)とその続編『ル ドルシュタッ ト伯爵夫人』(助
αИたssιル R“グθお″グのは、1842年から44年にかけて、『独立評論』誌 (Rιッ
“
ι
動グク
`れ
あ所`)に連載された、ジョルジュ・サン ドの長編小説である。 日本で
これらの作品が取 り上げられることは、決して多いとはいえないが、『 コンス
エロ』は間違いなく、サンドの傑作の一つに数えられる。
ただ、『 コンスエロ』はそもそも、サン ドの中では、アルベールの死によ
って、完全に終わる作品だった。けれども、当時傾倒していた社会主義者、ピ
エール・ルルー (Picre Leroux)の勧めによつて、サン ドは、『ル ドルシュタ
ット伯爵夫人』というタイ トルの下、コンスエロの旅の続きを描き始める。そ
のきっかけはどうであれ、サンドが続編に向けて新 しい方向性を見つけ、『 コ
ンスエロ』では言い得なかった事柄を、『ル ドルシュタット伯爵夫人』に込め
たことは明らかである。したがって、本稿では、『コンスエロ』と『ル ドルシ
ュタット伯爵夫人』を、一つの作品と見なして論を進めることにする。
ところで『コシスエロ』を読んでいくうちにまず目にとまるのが、次々と
変わるヒロインの呼称である。しかも、続編の『ル ドルシュタット伯爵夫人』
に入ると、今度は、彼女の恋人アルベールも複数の呼称を持つようになる。つ
まり、ヒロインだけでなく、もうひとりの主人公とも言えるアルベールの呼称
が、同じように移り変わっていくのだ。したがって、彼らの呼称の変遷には、
何らかの意味があるはずである。その `意味'を探るために、まずはヒロイン
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の呼称の在 り方を検討 し、ついでアルベールの複数の呼称について、見ていき
たい。
1.身分を越える者
作品のタイ トルにもなつている「コンスエロ」とい う呼称は、物語の中で
一貫して、登場する。以下は、続編の『ル ドルシュタット伯爵夫人』において、
ベル リンのオペラ劇場に雇われたコンスエロが、個人的に親 しくなつたアメリ
ー王女に、自分の身の上を明かす場面である。
(1)COnsue10
《(…。)J'ignorc le nom dc mon pёre;et quant a celui dc ma mёre,je crois bien qu'clle
6tait,al'6gard de ses parents,dans la meme incertitude que moio On l'appelait a Venise
la Zingara, et moi la Zingarellao Ma mёre lYl'avait donn6 pour patronnc Maria del
Consuelo,comme qui dirait,en frangais,Notre―Dame de Consolation.(..。)》(IⅡ,p。75)
(強調筆者、以下同様)
ヒロインを指す呼称 として、圧倒的に多 く使用されているのが、この 「コン
スエロ」である。クラシック・ガルニエ版の『 コンスエロ』第一巻だけでも、
「コンスエロ」の登場回数は、811回にも及んでいる。作品のタイ トルそのも
のが『 コンスエロ』なのだから、それも当然のことといえるだろう。けれ ども、
語 りと会話の中でコンスタン トに多用される 「コンスエロ」 とは別に、その他
の呼称は、ある特定の場面にのみ登場する。それは、下の表①から確認するこ
とが出来る。
①『コンスエロ』における、コンスエロの呼称の登場回数
VenlseBohemevoyageViennevoyageBohOmetotal
*Zingarellac=ld=1a=2b=3c=2
a=lb=6
c=4 20
*Porporina a=lb=19
c=14d=6
a=2b=1
d=5e=5
a=2b=12
c=9d=2 79
*Bertoni a=4b=12c=9d=1c=5
la corntesse de
Rudolstadt
b=lc=2
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注 :(a)自ら名乗る場合、(b)他人から直接呼ばれる場合、(c)語りにおいて
(d)他人が間接的に指す場合、(c)男J人のふりをして自分自身を指す場合
ここで少 し、表について説明したい。まず左の縦の列が、コンスエロを指
す4つの呼称である。上から「ツィンガレラ」、「ポルポリーナ」、「ベル トニ」、
そして 「ル ドルシュタット伯爵夫人」となつていて、右の縦の列が、それぞれ
の呼称の総合的な登場回数を示している。そして表の上の部分では、左からヴ
ェネツィア、ボヘミア、旅の中、そしてウィーンという地名を挙げているが、
これは、コンスエロが移動していった場所を、順番に追っていったものである。
この表から分かるとおり、場所によって、コンスエロを指すそれぞれの呼称の
登場回数は、大きく異なつている。例えば、 「ベル トニ」という呼称の登場回
数は、最初の旅における場面に集中しているし、 「ポルポリーナ」もまた、主
に、初回のボヘミア滞在中と、ウィーンの宮廷において、その使用頻度は高く
なっている。つまり、表に挙げている4つの呼称は、それぞれ、場面に応じた、
独自の機能を持っているのである。
ここで、それぞれの呼称が、作品の中でどのように登場するのか、いくつ
か例を挙げて見ていくことにする。まず、 「ツィンガレラ」の主な使用法とし
ては、以下の3つが挙げられる。
(2)Zingarella
De la des cabales pour la Corilla, qui, de son cOt6, allait jouant le r61e de rivale
sacrifi6e,ct invoquait son nombreux entourage d'adorateurs,afin qu'ils fissent,cux et
leurs amis,justice des pr6tentions insolentes de la Zingarella(petite bOh6miennc)。(I,
p.110)
このイタリア語の 「ツィンガ レラ」 とは、母 と共に放浪生活を送つていたジプ
シー少女、即ちコンスエロのことである。コンスエロは、元々ヴェネツィアで、
歌を歌つて生計を立てていたのだが、ある日大作曲家ポルポラにその歌唱力を
見込まれ、やがてはプ リマ ドンナ となつて、オペラ界で活躍するようになる。
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そんな中、彼女の貧しい過去を知つている、ライヴァルのオペラ女優コリラが、
コンスエロの成功を阻んでくるのである。 「ツィンガレラ」は、この引用(2)
では語 りで登場 しているが、コリラやポルポラといつた、ヴェネツィア編の登
場人物が、しばしばコンスエロをこう呼んでいる。特にコリラがヒロインを「ツ
ィンガレラ」と呼ぶとき、そこにはまず、彼女の生まれに対する蔑みと、悪意
とが込められるのである。
とはいえ、「ツィンガレラ」という呼称が、常に否定的な意味合いで用いら
れるわけではない。それは、以下の引用(3)、(4)を通して、確認することが出
来る。ヴェネツィアを離れ、ボヘミアのル ドルシュタット伯爵家で暮らし始め
たコンスエロは、ある日丘の上から、広大な森を突き抜ける一本の道を見下ろ
しつつ、次のように思う。
(3)Zingarella
(…。)O ma pauvre mёre!Pcnsa la jeune Zingarella;(…。)tu sentais et tu disais tottourS
que ce bien―etre c'6tait la contrainte,ct ce repos,1'ennui,mortel aux ames d'artiste。(I,
p.389)
このように、コンスエロが放浪していた母を想い、そして母のような自由な生
き方を望むときには、その心理状態に対応するかのように、コンスエロは 「ツ
ィンガレラ」になるのである。さらに、未来の夫となるアルベール伯爵にあつ
ては、 「ツィンガレラ」と呼ばれていたコンスエロの卑しい境遇を蔑むどころ
か、むしろ心から賛美し、彼女への想いを一層、強くする。
(4)Zingarella
(…。)Car je suis,non de race,mais de condition,une sorte de Zingara,mon
Ma mёre ne portait pas d'autre nom a Venise, quoiqu'clle se r6voltat
appellation,itturicuse,selon ses prqug6s espagnols.Et moi j'6tais,je
connue dans ce pays―la,sOus le titre de Zhgarella。
一一Que n'cs_tu en effet un enfant de cette race pers6cut6e ! r6pondit
t'ailnerais encore davantage,s'i16tait possible!》(I p.339)
cher comt .
contre cette
s ls encore
Albert:j
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アルベール伯爵の従妹、アメリーの音楽教師としてボヘミアにやつて来てから
は、次の引用 (5)のように、コンスエロは自ら「ポルポリーナ」と名乗る。
先の①の表を見ても分かるように、コンスエロが伯爵家で過ごすボヘミアや、
宮廷に赴くウィーンでは、明らかに 「ポルポリーナ」の使用頻度は高くなって
いる。その理由は、コンスエロがあくまで、大作曲家ポルポラの愛弟子、プリ
マ ドンナ 「ポルポリーナ」として、伯爵家や宮廷に招かれていることに在る。
つまり「ポルポリーナ」は、ヒロインが、いわゆる上流階級の人たちと対面す
る場合において、用いられる呼称だと云えるのである。
(5)PorpOrina
一 J'ai un non1 6tranger,difficile a prononcer,r6pondit Consuclo。(…。)je pa tage donc
d6sorrlllais,avec le grand chanteur Huber(dit le POrporino),1'hOnneur de lllle nollllllrler
la Porporina;(…。)(I,p.182)
ル ドルシュタット伯爵家に、ある招かれざる客がやつて来たことによつて、コ
ンスエロはボヘミアを離れることになる。その客というのが、ヴェネツィアで
コンスエロを裏切つた、昔の恋人アンゾレットである。彼女はアンゾレットか
ら逃れるかのように、ポルポラの居るウィーンを目指して出発する。その際、
身の安全を守るために、旅芸人の少年に扮したコンスエロは、男装した自分に
相応しい名前を付けようと、自分にこう言い聞かせる。
(6)BertOni
一一 La prclllliёre abr6viation v6nitienne venuc,Nello,Maso,Renzo,Zoto.¨Oh!non pas
celui-1),s'6cria―t―elle prёs avoir laiss6 6chapper par habitude la contraction enfantine
du nonl d'Anzoleto。(...)BertOnio Ce sera un nom italien quelconque,ct une espёce d
diminutif du nom d'Albert。(II,p.125)
こうして、コンスエロはアンゾレットの愛称 「ゾット」と名乗ることを完全に
否定し、アルベールの愛称 「ベル トニ」と呼ばれることを望む。この旅で、コ
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ンスエロは昔の恋人に対する未練を断つて、アルベールヘの愛情に傾き始める
のである。 しかし、新天地を求め、ベルリンヘと再び旅を始めた途中で、コン
スエロは、アルベール伯爵が瀕死の状態にあることを知る。彼女は急遠ボヘ ミ
アに引き返して、そこでアルベールと結婚するが、彼は結婚の誓いを交わした
直後に死んでしまう。元々、この身分違いの結婚に反対していたアルベールの
叔母は、コンスエロに向かつて、「ル ドルシュタット伯爵夫人ともあろう人が、
また旅芸人になるなんて !」 といつて、 `オペラ歌手'という職業への軽蔑を
露にする。
(7)la corrltesse de Rudolstadt
(...)一―Je n'oublierai jamais,Madame,quc je suis la veuve du noble Albe■,ct ma
conduite sera digne de l'6poux qucj'ai perdu.
― Et cependantla colmtesse de Rudolstadt va rerrlonter sur les tr6teaux!(II,p.539)
けれども結局、コンスエロは再びプリマドンナとなることを決意する。そのせ
いもあつてか、正編である『コンスエロ』で「ル ドルシュタット伯爵夫人」と
いう、ヒロインの新しい呼称が登場するのは、3回だけである。登場回数がこ
のように稀であるがために、「ル ドルシュタット伯爵夫人」という呼称は、卑
しい生まれのヒロインが、ここで「イ白爵夫人」という高い身分に就いたことを、
読み手に強く印象付けている。さらに、正編『コンスエロ』の結末は、次のよ
うになつている。
(8)la comtesse de Rudolstadt
Une denli―heure aprёs, Consuelo, dont le coeur s'6tait bris6 en quittant ces nobles
vicillards,franchit avec le〕Porpora a herse du chateau des G6ants,sans se rappeler quc
ce manoir forrrlidable,oこtant de f ss6s et de grilles enfermaient tant de richesses et de
souffrances,6tait devenu la propri6t6 de la comtesse de Rudolstadt。(II,p.546)
このように、正編『コンスエロ』は、ヒロインがかなりの財産を相続し、「ル
ドルシュタット伯爵夫人」になつたことを強調して、終わつている。
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まとめると、コンスエロには、物語の核となる「コンスエロ」という名前以
外に、次の4つの呼称が存在するのである。 (ヨーロッパ各地を舞台とするこ
の作品では、登場人物の名前が様々な言語から成っているので、以下、 「ツィ
ンガレラ」と、実在する有名な人物の名前は原音表記とし、その他の人物につ
いては煩雑さを避けるため、基本的にフランス語読みにする。)
(1)ツィンガレラ (Zingarella)(`生まれ'を表す呼称)
(2)ポルポ リー ナ (PorpOrina)(オペラ歌手としての芸名)
(3)ベル トニ (Bc■Oni)(旅の中で男装した時の仮の名)
(4)ルドルシュタットイ白爵夫人 (la cOmtesse de Rudolstadt)(身分を表す呼称)
これらの呼称は、いわば、コンスエロの属性を示すものである。コンスエ
ロは、ヴェネツィアからボヘ ミアヘ、そしてウィーンからベル リンヘと、18
世紀中頃のヨーロッパ各地を転々としていく。そうした中で、ヒロインが置か
れる立場や環境は当然変化し、その変化が、同時に呼称の複数性と重なりあっ
ているのである。彼女が、一つの場所、そして一つの名前に留まることはない。
旅と共に、この絶えず移 り変わる呼称、つまり属性は、固定化されないコンス
エロの「在 り方 (生き方)」 を示している。それは、今の自分を脱皮しながら、
常に、在るべき自己を追及していく姿であるといえよう。
呼称の変遷は、一つに、自己規定の変遷を意味するのである。
2.身分を壊す者
それでは、アルベールの場合はどう
ル・ぶデ ィラガラ (Albert Podiebrad)」
な呼称が与えられている。
か。アルベールにも同じく、 「アルベー
という本来の名前とは別に、以下のよう
まず (0)番として、アルベールの前世である、ジャン・ジシュカ (Jean ZiSka)
が挙げられる。ジャン・ジシュカとは、1420年に、皇帝と教皇が差し向けた
十字軍からプラハを守つた、急進フス派であるターボル派の長で、歴史上実在
した人物である。アルベールは、自分をジシュカの生まれ変わりだと信じてい
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るのだが、彼とジシュカとが別人であるのは明らであるため、ここでは、次の
呼称のみを、問題とする。
(1)アルベール 0ド・ル ドルシュタット (Albert de Rudolstadt)、またはアルベ
ール伯爵 (b comte Albe■)(身分を表す呼称)
(2)トリスメジス ト (TriSm6giste)(ベル リンの官廷に仕える `魔術師'として
の職業名)
(3)仮面をつけた騎士 (le cheValier)(逃亡中の仮の名)
(4)リヴェラニ (Liverani)(秘密結社 「見えぎる者たち」の会員名)
②『ルドルシュタット伯爵夫人』における、アルベールの呼称の登場回数
Berlin
Spandaw―la
fuite
dans le chateau
pltoresqueEpiloguc
Lcttre de
Philon total
*le comte
Albert
/Albert de
Rudolstadt
d=11 d=1 c=2d=12c=2 c=2d=1
*Trism6gistec=2d=18 a=lc=3d=4C=1 a=lb=1c=28
*le chevalier b=lc=13
d=24 c=7d=4
*Liverani a=3b=6c=39
d=16 c=3d=2 b=1
注 :(a)自ら名前を否定する場合、(b)他人から直接呼ばれる場合、(c)語りにおいて、
(d)他人が間接的に指す場合
この表から窺えるとお り、アルベールの呼称は、コンスエロの場合と同様、物
語の局面と完全に対応 して描かれている。つまり、これらの呼称もまた、アル
ベールの属性を示すのである。
ただ、アルベールは、『 コンスエロ』の結末で、既に死んだはずである。そ
れでも読者は、作者サンドが繰 り出す様々な暗示を通して、徐々にアルベール
の蘇生を期待するようになるが、 「トリスメジス ト」、 「シュバリエ」、 「リヴ
ェラニ」がキ旨す相手が全て同一人物で、しかもそれはアルベールであるという
確証を、読み手はなかなか得ることは出来ない。そんな一種のミステリーは、
物語の結末に近づくまで続く。一体なぜ、アルベールの名前は次々と変わつて
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いつたのか。その理由の一つに、彼が仮死状態から蘇ったあと、爵位も財産も
全て放棄し、 「アルベール・ ド・ル ドルシュタット」として、再び生きること
を拒んだことが挙げられる。かつて彼は、従妹のアメリーに、次のように言つ
ていたのである。
(9)SaChez donc,AIn61ie,que notre arriёr ―grand―pёre W atislaw n'avait pas plus de
quatre ans lorsque sa mёre Ulrique de Rudolstadt crut devoir lui infliger la f16trissure
de quitter son v6ritable nonl,le noΠl de ses pёres,qui 6tait Podiebrad,pour lui donner
ce nonl saxon que vous et mol portons auJourd'hul,vous sans en rouglr,ct rnoi sans
m'en glorifier。(I,p.205)
つまり、アルベールの「ル ドルシュタット」という高貴な家名は、彼の祖国
ボヘ ミアが、大国オース トリアによって支配されているという事実の、シンボ
ルでしかなかったといえる。仮死状態から、いわば新しい生を受けたアルベー
ルは、これを機に、屈辱的な呼称から解放されようと、自ら社会的地位を捨て
去ったのである。田中克彦は『名前と人間』の中で次のように云つている。「人
は、生きている間のほとんどの時間を、名前と共に生き、苦しみ、争ってきた
と言えるのである。)」 ――この言葉は、アルベールの生き様に当てはまる。彼
はまさしく、 `自分の名前と闘う'人間の、典型であったといえよう。
3.`道'の発見
コンスエロとアルベールの身分の移 り変わりは、図にしてみると以下のよ
うになる (この図において、ツィンガレラとベル トニや、シュバ リエとリヴ
ェラニなど、呼称が示す社会的な地位の位置関係には、多少曖味さが残るのだ
が、ここではあえて、呼称の時間的な流れを優先 して表している。)伯爵家の
一人息子と、ジプシー少女、2人の出発点は上下で対を成 していて、彼らの変
遷は、まるで、合わせ鏡のようになっている。(図1参照)
長い旅と試練の果てに、恋人たちが辿り着く先は、「フィロンの手紙 (Lettre
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de Philon)」という、物語の最後に挿入された書簡で明らかにされる。
(図1)
《CONSUELO》
la corrltesse de Rudolstadt
LA COMTESSE DE RUDOLSTADT》
貴族
Albert de Rudolstadt
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民衆
下の引用(10)における nOusは、 「フイロンの手紙」の語 り手であるフィ
ンと、彼の連れの青年スパルタクスを指している。彼らはボヘ ミアの地で、
る不思議な女性とその一家を、日撃するのである。
(10)(.…)nOuS Vttlnes arriver une femme deVant laquelle les paysans ouvrirent avec
respect leur phalange h6riss6e d'armes rustiqucs.Nous les entendflrles mumurer:]La
Zingara!la Zingara de consolation!(III,p.544)
「ツィンガラ」とは、紛れも無く、ヒロイン、コンスエロを指す。かつて 「ツ
ィンガレラ」であつたコンスエロは、最終的に、「ル ドルシュタット伯爵夫人」
という身分も、 「ポルポリーナ」という名声も放棄 して、 「ツィンガラ」にな
るのである。 「ツインガラ」とは、ジプシー少女 (petite boh6miennc)を表す
「ツィンガレラ」に対し、大人のジプシー女性 (boh6miennc)を示す。
引用 (10)のZingara de Consolationと、引用 (1)で挙げた 「コンスエロ」の
名前の由来となつている守護聖女 Ma五a del Consueloは、パラレルな関係にな
っている。これは文字通り、コンスエロが民衆にとつての `癒し'となったこ
とを意味する。そもそもスペイン語の名前である「コンスエロ」は、フランス
?
?
?
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語で consolation、即ち癒しのことである。 「コンスエロ」という名前の意味に
ついては、次のアルベールの言葉からも、確認することが出来る。
(11)《O COnsuelo,Consuelo!te voila donc enfin trouv6e!(.…)
一一 Je t'appelle consolatiOn, reprit Albert tottours en espagnol, parce qu'une
consolation a 6t6 pronlise a lna vie d6so16e,ct parce quc tu es la consolation quc E)ieu
accorde enfin a mes jours solitaires et funestes。(I,p.243)
さらにヒロインの名前に焦点を当てると、父親が誰だか分からない 「コン
スエロ」には、姓 (nOm de famille)というものがない。言い替えるならば、元々
ヒロインには、 `癒し'という抽象概念に基づく名前しかないのである。ただ、
ポルポラに歌唱力を見込まれて、ジプシー生活から、徐々に上流階級に足を踏
み入れるようになつてからは、彼女の境遇と共に、呼称の性質も変わる。コン
スエロは、養父となった大作曲家ポルポラの名前をもらって、「ポルポリーナ」
と名乗つたり、夫アルベールと結婚してからは、「ル ドルシュタット伯爵夫人」
にもなるし、さらに旅の中で男装した折には、アルベールの名前をとつて 「ベ
ル トニ」、と名乗つてもいる。これらの呼称はいずれも、一種のあだ名 (sumOm)
だといえるが、あだ名については、イギリス出身の人類学者ピット・リヴァー
ズが、 「あらゆる名付けは権力行為であつて、特にあだ名は、洗礼名や姓以上
に、名付けることに潜む権力性を、明白な形で浮かび上がらせる②」と言つて
いるように、コンスエロのあだ名もまた、彼女が置かれる世界が広がれば広が
るほど、男性の名前、即ち男性的権力に依存した形になるのである。周知の通
り、サンド自身も、女性が男性なみに活躍する場のなかった当時にあつて、自
分が男性作家に思われるように、恋人ジュール・サン ドー の名前をとつてジョ
ルジュ・サンド、という男性のペンネームにしたわけだから、名前が帯びる特
有の差別性といったものを、彼女が強く意識していたのは確かだといえよう。
コンスエロに話を戻す と、オペラ女優 として生きていくことを勧める養父
ポルポラが、必然的にコンスエロが伯爵夫人となることを意味するアルベール
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との結婚に、賛成するはずがなく、 「ポルポリーナ」という属性と、 「ル ドル
シュタット伯爵夫人」という属性は、コンスエロの中でしばしば対立する。け
れども、自己規定の変遷の果てに、夫アルベールと共に放浪の音楽家となつて
生きていくことを決めたコンスエロは、オペラ界で名の知れたポルポラの影響
下にある「ポルポリーナ」でも、夫アルベールの家名である「ル ドルシュタッ
ト伯爵夫人」でもなく、ただ「ツインガラ」となる。名前というのは、ふつう、
人物の生まれた場所や血統を示すものだが、ジプシー女を意味する「ツィンガ
ラ」という呼称は、そのどちらも示すことはないし、ましてや父親や夫の保護
下に在ることを仄めかすこともない。これは、コンスエロが最終的に得た、女
性として、芸術家としての自由を示すのではないだろうか。
一方、物語の最後に来て、アルベールは自ら、次のように名乗る。
(12)一―Ni L市erani,ni Trism6giste,ni meme Jean Ziska,(..。)MOn nOm est homme ct
je ne suis rien de plus que les autres hommes。(IH,p.547)
このようにアルベールは、これまでの固有名詞を全て否定し、コンスエロの
「ツィンガラ」と同様、 「人間 (homme)」という、個人を特定することのな
い普通名詞で呼ばれることを望む。これは恐らく、一種の社会的自由と、ロマ
ン派が目指した自己の解放をも意味するのではないか。テリー・イーグル トン
の言葉を借 りれば、人間同士の差異を解放することは、我々 (ここではアルベ
ール)が真の個別性を発見し、それを創造する作業に欠かせないものだったの
である(3)。
おわりに
サン ドは、コンスエロを 「ツィンガラ (Zingara)」に還元 し、かつて貴族で
あったアルベールをただの 「人間 (homme)」とした。2人が `放浪の音楽家 '
となることによつて初めて、それぞれ異なる次元にあつた彼らの呼称 (属性)
は、同次元に収まるのである。コンスエロは、フィロンの手紙の中で、夫アル
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ベールと共に見出した `放浪の音楽家'としての生き方を、次のように誇らし
げに語る。
(13)(.…)Nous autres,nous n'avons pas besoin de l'argent du riche,nous ne inendions
paS;(.…)En attendant,Dicu nous permet,a mon 6poux eta moi,de pratiquer cette vic
d'6change, ct d'cntrer ainsi dans l'id6alo Nous apportons l'art et l'enthousiasme aux
ames susceptibles de sentir l'un et d'aspirer a l'autre。(…。)]Enfin nous avons r6alis6 1a
vie d'artiste conllne nous l'cntendions;(…。)(III,p.538)
コンスエロとアルベールが、なぜ、このような `ジプシー'という生き方を選
んだのか。その答えは、1844年3月、サンドが、アルフォンス・フルーリー
に宛てた手紙からも、うかがうことが出来る。以下の手紙における「ズデンコ
(ZdenkO)」は、『ル ドルシュタット伯爵夫人』の登場人物で、コンスエロとア
ルベールの息子のことである。
(。 )¨Je suis la fille dlun patricien et diune boh6】m en e,comⅡle le jeune Zdenko de mon
romano Je serai avec llcsclavc ct avec la boh6mienne, ct non avec les rois et leurs
suppOts.(4)
実際、サン ドが、労働者主体の社会の実現を目指 して、二月革命に参加 し
たことは有名だが、この頃のサンドは特に、ルルーと同じく、民衆こそが神の
意志の神聖な受託者であって、世界の未来は、民衆の中にあると考えていた。し
紆余曲折の末に、ヒロインとヒーローは共に民衆の側に立ち、彼 らに音楽
と福音を広めていく。その姿こそが、常に民衆と共に在ろうとした、サンドの
思想の反映なのである。
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